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　独フォルクスワーゲン（ＶＷ）との提携解消問題がこ
じれ、国際仲裁裁判所に仲裁を申し立てた。自主独立を
主張するスズキと、スズキに一定の影響力を行使できる
としたＶＷとの認識の相違が発端だ。鈴木修スズキ会長
兼社長は「負けると思って相撲をとるやつはいない」と
強気。膠着（こうちゃく）状態が続けば両社の経営戦略
の足かせとなるが「（膠着が）続くか続かないかはやっ
てみないとわからない」と言い切る。仲裁法廷に自ら赴
き「真実を述べる」と徹底抗戦の構え。
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　国際宇宙ステーション（Ｉ
ＳＳ）で日本人最長となる
日間滞在し、 月 日に地
球に帰還した。帰還直後、半
年ぶりの地球は？との問いに
「重力を感じる。重力のおか
げでいすに座れますから」と
笑顔で話した。医師出身の古
川さんは宇宙滞在中、自ら被
験者となって医療やバイオな
どの実験に挑んだ。「将来誰
もが気軽に宇宙に行ける時代
の準備になれば」と宇宙が一
般の人にも身近になる時代を
願う。
　 写真 宇宙航空研究開発機
構 ＪＡＸＡ ／ＮＡＳＡ／Ｂ
ｉｌｌ　Ｉｎｇａｌｌｓ）

　「世界で戦って勝てる事業への投資は惜しまない」
と、１兆円の大型投資を決めた。高い世界シェアを持
つ製品の海外投資を進め、合成樹脂原料であるアクリ
ロニトリルの生産能力を 年度までに倍増させる。
低燃費タイヤの原料となる溶液重合法スチレンブタジ
エンゴムの生産能力も３倍にする。「決断したことを
どんどん進める馬力がある」との評価を裏付けた。一
方で、グループ各社の技術を融合して新事業を生み出
すプロジェクトも始動。「新しい社会価値を生み出せ
る投資も積極化させる」構えだ。

宇宙滞在日本人で最長

　 月中旬まで福島第一原子力発電
所の現場のトップとして事故対応の
指揮を執った。発生直後には本社か
らの指示に反して原子炉への海水注
入を断行。その行動は賛否を呼んだ
が、結果的には最悪の事態を食い止
めた。その後も事態の収拾に努め、
多くの批判を浴びる現役幹部（本人
は執行役員）にあって、唯一世論か
ら称賛や激励を受け続けてきた。し
かし健康診断で食道がんが見つか
り、無念のドクターストップ。 月
日に入院し、 月１日付で所長を
辞した。
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５カ年で１兆円投資
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　表現やコミュニ
ケーションにかか
わるデジタル技術
の研究で最先端を
行く米マサチュー
セッツ工科大学
（ＭＩＴ）メディ
アラボ。第４代の
所長に日本人で初
めて就任した。イ
ンターネット黎明（れいめい）期からの起業家で投
資家。ネット上で著作物共有を促進させる非営利団
体クリエイティブ・コモンズの議長などを務め、世
界のネットコミュニティーに大きな影響力を持つ。
同ラボを創設したネグロポンテ初代所長も発表コメ
ントで「メディアラボを未来に向かって前進させる
のに完ぺきな所長だ」と期待を表明した。

写真 ＭＩＴメディアラボのホームページから

伊藤穣一氏米ＭＩＴメディアラボ所長

ＶＷとの確執

再生エネに照準

マイケル・ウッドフォード氏元オリンパス社長
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　オリンパスが過去に実施した国内外４社の
買収について、資金の流れの不透明さを告発
して社長職を解かれた。孫会社出身の生え抜
き外国人として異例の本社社長に抜てきされ
てから、わずか半年後の解任劇だった。同氏
の告発は、ほぼ同時期に発覚した大王製紙の
特別背任容疑事件とあわせて、企業のガバナ
ンスの在り方を問うきっかけになった。「経
営陣の刷新と銀行の支援があれば再建でき
る」と主張。委任状争奪戦（プロキシファイ
ト）で社長復帰を狙う。

スティーブ・ジョブズ氏米アップル創業者

吉田昌郎氏前東京電力福島第一原子力発電所所長
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　業績不振に陥った米アップルを復活させた
ばかりか、スマートフォン（多機能携帯電
話）「ｉＰｈｏｎｅ（アイフォーン）」など
世界的ヒット商品を続々と世に送り出したカ
リスマ経営者が逝った。次代を見通す眼力
と、歯にきぬ着せぬ言動は世界中の人々を魅
了。アップル製品からは「ジョブズ氏の息づ
かいが伝わってくるようだ」とまで言わしめ
た。死去は、くしくも新型のｉＰｈｏｎｅ４
Ｓの発表会の翌日。その生き様は カリスマ
伝説 となった。 （写真・ブルームバーグ）
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国内生産を死守

　「石にかじりついてでも日本の競争力強化の取り組み
を実行する」。国内のモノづくり強化に向け、長年議論
してきた車体子会社の再編を決断した。 年にトヨタ
車体と関東自動車工業を完全子会社化し、東北に生産拠
点を持つ３社を合併する。トヨタ自動車の一工場でしか
なかった車体メーカーが開発から調達、生産までこなす
総合車両メーカーとして自立する意義は大きい。グルー
プ各社の力を底上げし、円高など ６重苦 でも年間
万台の国内生産を維持する。

　東京電力福島第一原子力発電所で
の事故を機に、再生可能エネルギー
の活用を議論する機運が高まった。
その中で大きな存在感を放ったのが
孫正義ソフトバンク社長。私財 億
円を投じて「自然エネルギー財団」
を設立し、複数の自治体で政策提言
を行う「自然エネルギー協議会」の
立ち上げにも関与した。さらに会社
の定款を変更しエネルギー事業への
参入を表明。同事業で得られる利益や配当に
ついて「少なくとも 年間１円もいらない」
と宣言し、今後はその実行力が試される。
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菊池　功氏菊池製作所社長
　「社員とそ
の家族、多く
の人に支えら
れて上場でき
た」。 月
日、苦難に直
面しながらも
大阪証券取引
所のＪＡＳＤ
ＡＱ市場に株
式公開した。
東日本大震災
で福島県飯 村の主力工場が被災。
現在も東京電力福島第一原子力発電
所事故の計画的避難区域に設定さ
れ、従業員の累積線量を管理すると
ともに村と協力して地域の除染を進
める。本業の試作や金型は、新興国
企業との競争が激化し経営環境は厳
しさを増す。放射能や円高など何重
もの逆境の中で復興のシンボルとな
れるか― 試練への挑戦が続く

今年話題の産業人
　残りわずかとなった 年。ピンチをチャンス

に変え、正義を貫き、夢をかなえた産業人らがい

る。激動の年を話題の人と振り返る。
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巨額買収を決断
　製薬業界きっての国際派が動いた。９月に新
興国や欧州に販路を持つスイスの製薬企業ナイ
コメッドの完全子会社化を完了。１兆 億円
の大型買収をまとめ上げ、武田薬品工業のグロ
ーバル化を進めた。また４月に経済同友会代表
幹事に就任し、積極的な政策提言で存在感を発
揮。同友会のメンバーからも「よく勉強し、デ
ータを基にハッキリものを言う」と評価を上げ
る。 月には、現政権から政策の司令塔といえ
る「国家戦略会議」の民間メンバー６人にも選
ばれた。

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １２月２１日 水曜日 ☆　


